
Oberfl臘henkontaktsystem) ({.ム sys t色me � surface contacte) 

表間接触式は軌道にそい電線を地中に敷設し，その一部分ま

たはこれに接続された導体を地表而l上相当間隔の箇所に飯山さ

せ，これより f[力をスケ ート (skate) と称する終電子で電気

事に滋く方式で， 大都市の路間也事において'lftlrllの美観上より ，

111柱および架空線などの省略を目的として採用される方式で，

わが国ではJlJいられていない。(秋本文人)

てんきてつどうよ うへんてんし ょ 電気鉄道用変電所 電

111や也事1機|払1111を五I!転するための'1(1力を供給するl!l:H1所であっ

て ， 発Hl所から送られて米る電力を，也事や~U気後関車を運転

するために都合のよい状態に変成して，これをき低級(給電線)

を通して供給する所である。

この'il1気鉄道m変fE所から送り IHす'il1気は，運転される電車

や電気機1民PIiの極郊に応じて，それそ.れJP.t.ょうてう1<る。これを

大別すると， ü江流き 'itl.方式と交流き'illブ3式とになる。わが図で

はも っぱら iìíJ新がl* HJ されている。そのき1I1mL1:は 1 ，500V，

1,200 V , 750V , 600 V 等である。後輩iの方式は外国， 特に西欧5自

国において相当蟻んに使HJ されており，きm1l1庄は数千V から

数万 V におよび， き句方式も 3 キIJ式， lii制式， さらに周波数も 50

または小 25 "" ， 時叫があって多齢織にわたってい
る。交流きHi:1:f式においては直統き氾方式にくらべて車両製作，

通信線路に対する ~fi;滋防ID~ì宇の点て切t~~があり，わが闘では在

米深川l されなかったが，架線構造および変宿所設備が簡単にな

り，経済的にすぐれている長所が認められて，同下鋭n研究を

進めている現状である。以上のほか変電所の操作方式によって

手動1:.'i! f~ ?it'il1所 ， 半 1 'Ií]jlJ変電所 ， 遠方11ltl御変電所tf=に分けるこ

とができる。手動f栄作変電所は巡ilii~上の情操作を主として， 手

í]jlJで行うものであって ， 比較的附欣線路の小室長五i変7.t1所の場合

にmいられる。半 l'i!fflj変電所は巡'Iii上の~H;\1!作を継~Iì総~)';を )11

いて半 1 'I!fflj的に行うもので，現在の大部分の?it1lt所はこれに附

する。迫力11l1]御~\T1所は他の変電所または指令所等から操作さ

れる~m所で，経'滋合型化の線に采り技術の進歩と相まって最

近急速なilli歩をなしつつある。この変電所は自動傑作であるこ

とはもちろん，主l'JJ.も全く i泣かないことを目標としている。電

気鉄道川変m所は一般の変電所にくらべて負荷の変動が忽i放で

ある。これは1[，)11や氾気後1民~II工はたえず起!fflj，力行， 惰行， 停

止さ?を繰返しているためである。これらのうち起勤時にはもっ

とも大きな花力を必裂とするが， これはおよそ 1 分間際皮のも

のである。速度の上グ!とともに抱流は少なくなり，平坦地にお

ける力行電力は一般に起!fVjl時の半分以下である。惰行に移ると

全く ~ll力を供給する必要がなくなる。また同じ力行においても

線路状態すなわち IUI総や勾認(こうばい)の有無によって負荷は

いちじるしく相』もする。このような急激な負f，ljの変化に耐える

ため) H1気鉄道変電所の設備は特に過負荷に対して丈夫でなけ

ればならない。以上のほか， 来事効率によっても負荷が異なる。

また花;Ii巡転区間においては朝夕の通勤時には五I!伝回数や編成

を附加する。電気担語以1111巡転の区間においても李飾的または地

方的な臨時列111等もある。これらに対しても変電所が耐えるた

めには 1 年l聞の最大l瞬時出力に耐えるだけの設備容公を必裂

とする。すなわち電気鉄道則変電所はそのもI!命を全うして輸送

力を被保するためには， J品負荷附五iの大きいイtH到皮の百五い機官告

を設耐11 し， その設備容量は 1 年1M]の最大i瞬時出力を基礎に して

設定されなければならない。(村田þ<二郎)

てんきどけい 電気時計 大停車場， 事務室などに設備して正

確なlI~j 刻を知らせるため， 国鉄で大正 4 年頃から使用されてい

る。電気時計の極'fJiは多数あるが主嬰なものは貌l時計と子l時計

てんきプレー

である.電気時計は傑準となる続時計と酉目覚盤とを組合わせ，

配電盤から幾つかの回線を設け多数の子時計を電気的に接続す

る。親l時計は 30 秒 ・ 60 秒の位位で電気銭点を閉じて， 配也被に

約 1 秒間 115向の電流を送出する。酉il'Iß燥の配111縦'il1\l告は親l時

計からの'lIl流を受けてí]j)J作し

子時計四線に反対方向の'i'1i

を約 1 秒間送出して子l時計を

制御している。

電気鋭H寺計(写真)

現在国鉄で使!日している親

l時計には l 号 ・ 2 号の 2 極類

がある。 l 号は主主~j也区の庁

舎内 ・ ホームなどの子l時計の

制御月j と して使川し， 後者は

上記以外の所に使JrJーする。 1 鉄道型 1 号税l時計

号および 2 号の相迎点は下記のとおりである。

目 種別|方 式|動作用問力|使別電圧

号 | 振子式 1 m 銭(おもり ) 1 D C24V  

号 I " I nì 動機"

2 m気時計配m盤

~ti気鋭時計と同級に l 号・ 2 号の 2 径があり，それぞれ同じ

怒号の親l時計と組合わせて使用するもので， I団総数は 6 回線，

12 回線， 20 I回線の 3 極'fJiを原則としている。目日fß誕地位総は配

氾盤の主主!!部分で， 貌11寺計からの~tim~を受けて動作し， 時計回

線に 30 秒ごとに反対方向の電流を送LUする(すなわち 30 秒の

ときは回線に(十)む 電気時計配íl1継電球

L , 

配fE量産から送られん

てくる 30 :[tJ;ごとの し一一一一_j K ，K ，. 火花防止装置へ

TE流により， 1J 極継'011(，告をí]jlJ作させ鵡111を匝|転して)lli針するも

ので，その極主nは下記のとおりである。

極 !lJi | 線輪滋体砥抗 |

E註
)1-匀ii !゚: J1f j昏 直径 300mm 2,000 .íl 

400 " 
600 1,500 

内 9∞ 1 ，2∞ 

阿而つ り下 J世 400 1.000 

m と両国プラ 600 750 

ケット形 ωo ωo 

屋 嗣而務上形h2-卜十外 文字盤保山形
用

ただし内部J!(!lljJは指定による。(凶野敏男)

てんきブレーキ 電気プレーキ (英) electric brake 111気

111は'r:H'fまたは勾回目(こうばL、)を下っている幼合にも ， 主lßí]j1J

憾のmp.\!子は!ff}j輸から l回転カを受けて回転している。このとき

主電動俄のつなさrをかえて発電話量となるようにすれば， 電俊子

コイルには誘起起電力が発生するので，これに抵抗をつないで

やれば低抗探に111商店が流れる。このため電機子には負荷m流と

界磁磁束との作用によ っ て回転方向と反対の回転力が発生し，




